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AIM(ロンドンのオルタナティブ市場： Alternative 

Investment Market)の第一四半期の資金調達額は、投資家

がBrexitを重要視しなかったため、欧州ジュニア市場の競

合達の合計の2倍以上となった。 

 

エグゼクティブサマリー： 

2019年には、これまでのところ11億ポンドがジュニア市

場で調達された。しかし、IPOはこの10年内で最低水準に

落ち込んだ。 

 

Brexitの懸念にもかかわらず、2019年第1四半期のロンド

ンのAIM市場では、欧州の8つの成長競合市場(BX Swiss, 

Warsaw Stock Exchange, First North Finland, Oslo 

Axcess, Frankfurt Stock Exchange-Scale, Paris-

Alternext, Borsa Italiana-AIM Italia, First North 

Stockholm)よりも、さらに多くの資金が調達された。 

 

AIM企業は、年初から3箇月間に106の資金調達で約11億ポ

ンドを調達したが、欧州の他の8つのジュニア市場では、

41の資金調達で4.24億ポンドの調達であった。これには

IPOや権利問題などの二次資金調達が含まれる。 

2019年、これまでのところ、AIMに最も近いライバルであ

るFirst North Stockholmは、第1四半期に2.97億ポンド

の資金を調達したが、この額は同四半期のAIMの合計のわ

ずか28％であった。 

 

AIMは、AIMに対する継続的な資金調達の成功は、市場が

政治的不確実性の嵐を乗り切ることができ、成長企業に

とって欧州の主要市場であり続けることができることを

示していると述べている。 

今年の第1四半期におけるAIMの最大の二次資金調達は次

のとおりである。 

• アイデンティティー・データ（ID）プロバイダーのGB 

Groupが調達した1.6億ポンドの調達 

• 再生可能エネルギー事業者であるGreencoat Renewables

による1.26億ポンドの調達 

• 保険事業Randall＆Quilterが調達した1.07億ポンド 

 

ロンドンオフィスのマネージング・パートナーである

Laurence Sackerは、次のように述べている。「Brexitを

心配しているにもかかわらず、AIMは依然として成長企業

の資金調達のための欧州で最も良い交換の場であること

を証明している。」「AIMは、10年前よりもはるかにスリ

ムとなり、健全な市場となった。厳しい経済状況とより

堅調な市場要件の組み合わせにより、より弱い企業が市

場を去り、優良企業が生き残り、成長している。」 

 

Brexitの影響でAIMでのIPOが遅くなる 

Brexitは、2019年第1四半期にAIMのIPOにマイナスの影響

を与えた。ジュニア市場では、2019年の最初の3箇月間で

は、3月に上場した医薬品データ分析プロバイダーの  

Diaceutics  PLCが20.75百万ポンドを調達した1件の上場

に留まる。これは、2009年第1四半期以降の最低IPO件数

および2013年第1四半期以降のIPO最低金額となった。 

2018年後半の株式下落が世界のIPOレベルに影響を与えた

ため、AIMは、今年の第1四半期に世界中で見られた傾向
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をたどった。Refinitivのデータによると、ユーロ圏の

IPOからの収入は、2018年の第1四半期に比べて2019年の

第1四半期は99％減少した。米国と中国の2019年のIPOは

2018年第1四半期の合計の半分であった。 

 

2018年の第1四半期には、AIMでの9つの IPOにより2.16億

ポンドを調達した。5年前の2014年第1四半期では、17の

IPOにより約13億ポンドを調達した。 

2019年第2四半期の兆候はより明るいものとなっている。

LoungeやCosy Clubブランドのカフェバーを運営している

Loungers PLCは、4月での上場時に、2.5 億ポンドの調達

を目指している。 

 

Laurence Sackerによれば、「成長事業への投資家はまだ

AIMの二次資金調達に参加することに満足しているが、

Brexitは上場を検討している企業の間で静観の姿勢を導

いたようだ。」 

「AIMは多くの不況を乗り越えて繁栄してきた。これは、

ほとんどの投資家がBrexitの潜在的な影響に不安視され

ていないことを意味する。彼らはより長期的な見方をす

ることができ、市場が回復すると確信している。」 

 

 

 

本文は、UHY hacker young事務所が作成したのを、UHY FFASが抄

訳したものです。ご質問やご要望がございましたら、お気軽にお問

い合わせください。 
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